
食事介助法                   様 

○姿勢  ギャッジアップ      度・車椅子・椅子 
介助は（右･左･正面）から 

 

 

 

 

○１口量 

                    

○水分･汁物にとろみが（必要・不要）です。 

100cc に対し つるりんこ を   

                    
入れ、よくかき混ぜてください。とろみ

がつくまでに少し時間がかかります。 

 

 

○その他 注意事項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリテーション科 言語聴覚士          

トロミの強さ 弱 中 強 

イメージ ポタージュ状 ケチャップ状 ジャム状 

イメージ図    

              90 度   60 度

 
     
 
 
 
                      

                   30 度 

 

正面 

□ 覚醒が悪い時には無理に食べない 

□ 食べる前に口腔ケアや吸引で喉をきれいにする 

□ 飲み込みを確認してから次の食物を介助する 

□ むせや湿性咳嗽があれば一旦手を止めて落ち 

いたら介助を再開する 

□ 食べた後口の中に残ってないか確認する 

 

（小・中・カレー・本人）スプーン使用 

のど 




